
国産初の露光・現像一体型の卓上複写機

登録番号

登録年月日 2023（令和5）年9月12日 登録区分 第一種（大量生産品等同様のものが複数あるもの）

名　称
（型式等）

所 有 者
（管理者）

製 作 者
（社）

製 作 年

初 出 年

選定理由

登録基準

公開・非公開

写　真

その他参考とな
るべき事項

理研光学工業株式会社（現株式会社リコー）

1955年

1955年

リコピー 101は紫紺（ブルー）発色の陽画ジアゾ感光紙を用い、水銀灯透過露光・湿式現像
をする複写機である。光化学反応を用いる複写機は以前から存在したが、この露光・現像一
体型の卓上複写機の登場により、事務文書・伝票類などの複写が一段と簡単に行えるように
なり、事務所や役場などの事務作業に大きな影響を与えた。本機の成功には、理研光学工業
の新型ジアゾ感光紙が開発され、露光と現像速度とが一致できたことも寄与した。ジアゾ感
光紙を用いる後継機は2007年まで100万台を超えて生産され、その先駆けとなった点で重要
である。

二－イ　（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）

非公開

株式会社リコー

第 00356 号

リコピー 101

所 在 地
東京都大田区

株式会社リコー
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